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千
葉
市
美
術
館
は
、
日
本
の
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
版
画
・
版
本
を
収
集
・
展
示
の

重
要
な
柱
と
し
、
多
く
の
企
画
展
や
所
蔵
品
展
を
開
催
し
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
実
感
し
て

き
た
こ
と
の
ひ
と
つ
が
、
日
本
の
美
意
識
と
西
洋
の
美
意
識
が
ま
る
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の

ご
と
く
交
流
す
る
、
版
画
な
ら
で
は
の
普
及
力
が
も
た
ら
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
影
響
関
係

の
面
白
さ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム（
＊
）に
代
表
さ
れ
る
が
、
実
は
影

響
関
係
は
必
ず
し
も
一
方
向
で
は
な
く
、
日
本
美
術
の
影
響
を
受
け
た
欧
米
の
版
画
を
日
本

の
作
家
が
模
倣
す
る
と
い
う
逆
輸
入
現
象
も
存
在
し
、
双
方
向
の
流
れ
を
展
覧
会
と
い
う
形

で
検
証
し
た
い
と
の
思
い
を
長
年
抱
い
て
き
た
。
ま
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
研
究
も
近
年
で
は
対

象
が
広
が
り
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
に

至
る
従
来
の
地
域
か
ら
、
中
欧
の
他
の
国
々
や
北
欧
、
ロ
シ
ア
な
ど
に
及
ん
で
い
る
こ
と
に

も
啓
発
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、 

二
〇
一
四
年
に
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
で
開
催
さ

れ
た
展
覧
会
「
チ
ェ
コ
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
展
」
は
注
目
す
べ
き
企
画
で
あ
っ
た（
図

1
）。
企
画
者
の
マ
ル
ケ
ー
タ
・
ハ
ー
ノ
ヴ
ァ
ー
氏
は
、
チ
ェ
コ
に
お
け
る
日
本
美
術
の
主

要
な
展
覧
会
や
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
の
動
向
、
日
本
に
関
す
る
著
作
の
出
版
状
況
を
軸
に
、
そ

れ
ら
が
同
地
の
視
覚
芸
術
に
も
た
ら
し
た
多
彩
な
影
響
を
、
豊
富
な
具
体
例
と
と
も
に
実
証

し
て
み
せ
た
。
ジ
ャ
ン
ル
は
版
画
だ
け
で
な
く
工
芸
や
絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
彫
刻
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
建
築
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
作
例
の
多
く
は
日
本
に
と
っ
て
未
知
の
、
そ
し
て

極
め
て
新
鮮
な
表
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
展
を
日
本
展
と
し
て
再
編
し
、
日
本
人
作
家
に

よ
る
作
例
を
加
え
て
開
催
し
た
い
と
発
想
す
る
に
至
っ
た（
＊
＊
）。
チ
ェ
コ
に
は
、
プ
ラ
ハ
出

身
の
ド
イ
ツ
人
画
家
で
、
来
日
し
て
浮
世
絵
風
の
木
版
画
を
制
作
し
た
エ
ミ
ー
ル
・
オ
ル
リ

ク
が
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
仕
事
と
、
オ
ル
リ
ク
が
日
本
に
招
来
し
た
自
画
石
版
画
や
蔵
書

票
と
い
っ
た
表
現
手
段
と
を
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
環
流
と
し
て
紹
介
で
き
る
こ
と
も
意

義
深
い
と
考
え
た
。

　
幸
い
当
館
は
、
今
年
度
、
高
久
国
際
奨
学
財
団
よ
り
「
版
画
を
通
し
た
東
西
交
流
の
研

究
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
助
成
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
チ
ェ
コ
に

お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
二
回（
二
〇
一
七
年
九
月
お
よ
び
二
〇
一
八
年
一
〜
二

月
）の
調
査
が
可
能
と
な
っ
た
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
を
認
め
得
る
多
く

の
作
例
や
、
オ
ル
リ
ク
に
よ
る
夥
し
い
作
品

―
浮
世
絵
に
倣
っ
た
木
版
画
、
東
京
の
小
柴

印
刷
所
で
制
作
し
、
後
年
日
本
の
版
画
界
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
石
版
画
、
日
本
の

風
物
に
取
材
し
た
エ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

―
を
確
認
し
た
ほ
か
、
明
治
期
に
来
日
し
た
グ
ロ
ー

ブ
ト
ロ
ッ
タ
ー
た
ち
の
足
跡
や
、
日
本
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
あ
る
い
は
浮
世
絵
研
究
者
の
収
集

品
や
著
作
に
ふ
れ
、
さ
ら
に
は
フ
ラ
ン
ス
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
を
経
由
し
た
複
雑
な

ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
受
容
や
、
一
九
二
〇
年
代
に
な
っ
て
改
め
て
勃
興
す
る
日
本
趣
味
な
ど
、
チ

ェ
コ
な
ら
で
は
の
背
景
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
本
稿
で
は
、
二
回
の
調
査
の
概
要
を

報
告
す
る
。
な
お
、
調
査
を
と
も
に
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
マ
ル
ケ
ー
タ
・
ハ
ー
ノ
ヴ
ァ
ー
氏

（
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
東
洋
美
術
部
長
）、
ヤ
ナ
・
リ
ン
ド
ヴ
ァ
ー
氏（
同
学
芸
員
）、
井
上
芳

子
氏（
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
課
長
）、
青
木
加
苗
氏（
同
学
芸
員
、
第
二
回
調
査
の

み
参
加
）、
石
原
耕
太
氏（
共
同
通
信
社
文
化
事
業
室
長
）の
五
名
で
あ
っ
た（
図
2
）。

チ
ェ
コ
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
調
査
報
告

西
山
純
子
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報
告
に
先
立
ち
、
調
査
メ
ン
バ
ー
、
と
り
わ
け
各
所
蔵
先
と
の
調
整
を
含
む
詳
細
な
調
査

日
程
を
組
み
立
て
て
く
だ
さ
っ
た
ハ
ー
ノ
ヴ
ァ
ー
氏
と
リ
ン
ド
ヴ
ァ
ー
氏
に
、
ま
た
チ
ェ
コ

の
近
代
美
術
に
つ
い
て
多
く
の
示
唆
を
賜
っ
た
小
川
里
枝
氏
、
小
野
尚
子
氏
、
古
田
浩
俊
氏

に
お
礼
申
し
あ
げ
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
実
り
多
き
調
査
が
実
現
で
き
た
こ
と
に
対

し
、
一
般
財
団
法
人
高
久
国
際
奨
学
財
団
に
は
改
め
て
心
か
ら
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

第
一
回
調
査（
二
〇
一
七
年
九
月
）

■
九
月
一
二
日（
火
）　
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
東
洋
美
術
部
、
同
版
画
素
描
室（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
調
査
の
場
は
、
一
八
世
紀
中
葉
に
建
て
ら
れ
、
現
在
は
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
の
一
部
門

（
東
洋
美
術
部
／
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
美
術
部
）と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
壮
麗
な
キ
ン
ス
キ

ー
宮
殿
で
あ
る（
図
3
）。
想
定
さ
れ
る
展
覧
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
そ
れ
に
向
け
た
準
備
に
つ

い
て
、
及
び
今
回
の
調
査
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ノ
ヴ
ァ
ー
、
リ
ン
ド
ヴ
ァ
ー
両
氏
と
打
ち
合
わ

せ
を
行
っ
た
後
、
調
査
を
開
始
し
た
。
ま
ず
は
国
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る
版
画
と
素
描
で
あ

る
。
主
な
作
家
は
エ
ミ
ー
ル
・
オ
ル
リ
ク（E

m
il O

rlik 1870－1932

）、
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
フ
・

プ
ラ
イ
シ
グ（V

ojtěch P
reissig 1873－1944

）、
フ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ェ
ク
・
シ
モ
ン（T

avík 

František Šim
on 1877－1942

）の
三
名
。
点
数
は
約
九
〇
に
及
ん
だ
。
オ
ル
リ
ク
は
、
フ

ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
で
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
ふ
れ
て
日
本
へ
の
憧
れ
を
募
ら
せ
、
一
九
〇
〇
年

か
ら
翌
年
に
か
け
て
と
一
九
一
二
年
に
来
日
し
て
い
る
。
一
度
目
の
滞
日
期
に
浮
世
絵
の
彫

り
と
摺
り
を
学
ん
で
み
ず
か
ら
多
色
摺
の
木
版
画
を
制
作
し（
図
4
）、
帰
国
後
に
そ
れ
ら
を

プ
ラ
ハ
や
ウ
ィ
ー
ン
、
ベ
ル
リ
ン
で
展
観
し
て
多
く
の
作
家
に
影
響
を
与
え
た
、
本
研
究
に

お
い
て
非
常
に
重
要
な
作
家
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
シ
グ
は
一
八
九
七
年
に
プ
ラ
ハ
か
ら
パ
リ
に

移
り
住
み
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
マ
リ
ア
・
ミ
ュ
シ
ャ（A

lfons M
aria M

ucha 1860－1939

）（＊
＊
＊
）

と
と
も
に
仕
事
を
し
な
が
ら
こ
の
地
で
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
洗
礼
を
受
け
、
以
来
日
本
美
術
の

影
響
が
色
濃
い
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
作
品
を
多
数
手
が
け
て
い
る（
図
5
）。
シ
モ
ン
は
、
若
い
頃

か
ら
世
界
中
を
旅
す
る
な
か
で
一
九
二
〇
年
代
に
日
本
を
訪
れ
、
浮
世
絵
の
技
法
に
触
発
さ

れ
た
多
色
摺
の
銅
版
画
を
開
拓
、
日
本
に
取
材
し
た
夥
し
い
作
品
を
残
し
て
い
る（
図
6
）。

図1 展覧会「チェコにおけるジャポニズム」
関連刊行物

図2 左より井上氏、筆者、ハーノヴァー氏、リンドヴ
ァー氏、青木氏、石原氏

図3 旧市街広場に面したキンスキー宮殿外観
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い
ず
れ
も
チ
ェ
コ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
を
代
表
す
る
作
家
で
あ
り
、
三
名
の
作
品
は
展
覧
会
の

中
核
を
な
す
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
午
後
も
同
所
に
て
、
オ
ル
リ
ク
お
よ
び
ヨ
エ
・
ホ
ロ
ウ
ハ（Joe H

loucha 1881－1957
）

の
旧
蔵
品（
図
7
）を
中
心
に
、
錦
絵
や
版
本
の
調
査
を
行
っ
た
。
ホ
ロ
ウ
ハ
は
、
作
家
に
し

て
大
旅
行
家
、
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
っ
た
人
物
。
一
九
〇
六
年
と
二
六
年
に
来
日
し
て
大
量

の
美
術
品
を
収
集
、
ま
た
プ
ラ
ハ
の
中
心
部
に
喫
茶
店
「
ヨ
コ
ハ
マ
」
を
出
店
し
、
日
本
に

取
材
し
た
『
嵐
の
中
の
桜
』
と
い
う
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
小
説
で
一
世
を
風
靡
す
る
な
ど
、

チ
ェ
コ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
／
ジ
ャ
ポ
ネ
ズ
リ
ー
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
彼
ら

の
所
蔵
品
は
展
観
さ
れ
、
日
本
美
術
の
フ
ァ
ン
や
日
本
美
術
に
影
響
さ
れ
た
作
り
手
を
増
や

す
こ
と
に
も
貢
献
し
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
日
調
査
し
た
旧
蔵
品
に
は
保
存
状
態
の
良
く
な

い
も
の
も
多
く
、
来
歴
の
確
か
な
資
料
以
外
の
展
示
は
難
し
い
と
感
じ
た
。

■
九
月
一
三
日（
水
）　
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
近
現
代
美
術
部
門
、
同
版
画
素
描
室（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
一
九
二
〇
年
代
に
建
設
さ
れ
た
巨
大
な
機
能
主
義
建
築
を
前
身
と
し（
今
の
建
物
は
大
火

災
の
後
一
九
九
五
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
）、
現
在
は
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
の
近
現
代
美
術

部
門
が
置
か
れ
て
い
る
ヴ
ェ
レ
ト
ル
ジ
ュ
ニ
ー
宮
殿（
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
・
パ
レ
ス
）（
図
8
）

の
収
蔵
庫
で
調
査
を
行
っ
た
。
明
治
期
の
輸
出
用
有
田
焼
の
大
壺
に
始
ま
り
、
型
紙
や
油
彩

画
、
水
彩
画
、
版
画
、
立
体
な
ど
多
彩
な
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
特
に
重
要
な
作
品
を

あ
げ
る
と
、
ま
ず
は
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
フ
・
ヒ
ナ
イ
ス（V

ojtěch H
ynais 1854－1925

）の
《
カ

ロ
リ
ナ
・
フ
ル
シ
ュ
コ
ヴ
ァ
ー
夫
人
と
娘
達
》
が
あ
る（
図
9
）。
刺
繍
に
よ
る
と
お
ぼ
し
き

花
鳥
図
屛
風
や
日
本
製（
あ
る
い
は
中
国
製
）の
陶
磁
器
が
置
か
れ
た
室
内
を
、
温
雅
な
筆
致

で
描
く
肖
像
画
で
あ
る
。
一
八
九
〇
年
代
の
中
流
家
庭
の
異
国
趣
味
を
よ
く
表
す
作
例
だ

が
、
縦
が
二
・
五
メ
ー
ト
ル
近
い
大
型
の
作
品
の
た
め
、
輸
送
に
は
特
別
な
梱
包
が
求
め
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
・
フ
ィ
ア
ラ（V

áclav Fiala 1896－1980

）の
《
父
島
》

は
、
一
九
二
〇
年
の
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
小
笠
原
の
父
島
を
訪
れ
た
際
に
描
か
れ
た
作

図4 エミール・オルリク
 《二人の日本人》1900年 木版

図7 ヨエ・ホロウハの所蔵印

図5 ヴォイチェフ・プライシグ《満開の木》
 1905年 カラー・エッチング

図6 フランティシェク・シモン
 《日本の若い女性》　1928年頃
 ドライポイント
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品
。
フ
ィ
ア
ラ
は
一
九
二
〇
年
に
来
日
し
、
ロ
シ
ア
未
来
派
の
リ
ー
ダ
ー
、
ダ
ヴ
ィ
ド
・
ブ

ル
リ
ュ
ー
ク
と
行
動
を
と
も
に
し
て
展
覧
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
日
本
の
前
衛
作
家
た
ち
に

も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
画
家
。
造
形
的
に
は
未
来
派
の
様
式
を
示
す
が
、
フ
ィ
ア
ラ

は
帰
国
後
木
版
挿
絵
を
満
載
し
た
『
小
笠
原
』
を
出
版
す
る
な
ど
日
本
に
つ
い
て
の
著
作
も

多
く
、
展
覧
会
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
し
て
の
紹
介
を
検
討
し
た
い
。
そ
し
て
、
チ
ェ
コ
近
代
を

代
表
す
る
前
衛
芸
術
家
ボ
フ
ミ
ル
・
ク
ビ
シ
ュ
タ（B

ohum
il K

ubišta 1884－1918

）の
《
水

浴
す
る
女
た
ち（
春
）》
は
、
喜
多
川
歌
麿
《
鮑
取
り
》
か
ら
の
ポ
ー
ズ
の
引
用
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
作
品
。《
鮑
取
り
》
は
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
ド
イ
ツ
や
チ
ェ

コ
で
刊
行
さ
れ
た
日
本
美
術
に
関
す
る
書
籍
や
雑
誌
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
後

述
す
る
ズ
デ
ン
カ
・
ブ
ラ
ウ
ネ
ロ
ヴ
ァ
ー
が
ビ
ン
グ
の
店
で
見
た
と
推
定
さ
れ
る
摺
り
を
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
模
写
し
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
同
作
は
ク
ビ
シ
ュ
タ
の
傑

作
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
日
本
美
術
の
受
容
ル
ー
ト
を
も
示
す
重
要
な
作
品
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
調
査
の
後
半
は
、
前
日
と
同
じ
く
版
画
素
描
室
で
の
調
査
で
あ
っ
た
。
シ
モ
ン
や
プ
ラ

イ
シ
グ
、
オ
ル
リ
ク
な
ど
内
容
も
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
な
か
で
は
北
斎
作
品
か
ら
の

感
化
が
指
摘
さ
れ
る
フ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ェ
ク
・
ク
プ
カ（František  K

upka 1871－1957

）の

《
波
》
や
、
オ
ル
リ
ク
が
一
九
〇
〇
年
に
日
本
か
ら
プ
ラ
ハ
の
知
人
に
送
っ
た
軽
妙
な
イ
ラ

ス
ト
入
り
の
絵
葉
書
が
印
象
的
で
あ
っ
た（
図
10
）。

■
九
月
一
四
日（
木
）　
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
工
芸
博
物
館（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
ユ
ニ
ー
ク
な
外
観
を
持
つ
、
美
術
工
芸
博
物
館
の
新
収
蔵
庫
に
て
調
査
を
行
っ
た（
図

11
）。
前
半
は
ポ
ス
タ
ー
を
、
後
半
は
ガ
ラ
ス
や
陶
芸
作
品
を
調
査
し
た
が
、
い
ず
れ
も
質

量
と
も
に
豊
か
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
ポ
ス
タ
ー
で
は
、
初
期
の
日
本
趣
味

―
メ

ゾ
ン
・
ス
タ
ニ
ェ
ク
や
ヴ
ラ
ー
ズ
の
写
真
展
に
関
連
す
る
作
例
の
ほ
か
、
ミ
ュ
シ
ャ
や
オ
ル

リ
ク
、
ア
ル
ノ
シ
ュ
ト
・
ホ
フ
バ
ウ
エ
ル（A

rnošt H
ofbauer 1869－1944

）ら
に
よ
る
作
品

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ホ
フ
バ
ウ
エ
ル
は
プ
ラ
ハ
に
学
び
、
一
八
九
七
年
に
訪
れ
た
ウ
ィ

ー
ン
で
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
に
ふ
れ
、
そ
の
影
響
下
に
有
機
的
・
装
飾
的
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
作
品
を
多
数
制
作
し
た
。
後
年
、
美
術
雑
誌
『
ヴ
ォ
ル
ネ
・
ス
ミ
ェ
リ V

olné Sm
ĕry

』

に
「
日
本
の
美
術
」
を
寄
稿
し
た
点
も
重
要
で
あ
る
。
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
関
わ
る
作
品
は
多

図8 ヴェレトルジュニー宮殿外観

図9 ヴォイチェフ・ヒナイス《カロ
リナ・フルシュコヴァー夫人
と娘達》　油彩　1897年

図10 エミール・オルリクの絵葉書　1900年
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い
が
、
な
か
で
も
《
マ
ー
ネ
ス
美
術
家
協
会
第
二
回
展
ポ
ス
タ
ー
》
は
、
葛
飾
北
斎
《
冨
嶽

三
十
六
景 

神
奈
川
沖
浪
裏
》
と
の
類
似
か
ら
チ
ェ
コ
に
限
ら
ず
広
く
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
文

脈
で
し
ば
し
ば
と
り
あ
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
出
品
が
か
な
え
ば
展
覧
会
全
体
を
象
徴
す

る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う（
図
12
）。
ま
た
ミ
ュ
シ
ャ
の
《
ア
イ
リ
ス
》
は
、
琳
派
が
継
承
し
て

き
た
燕
子
花
の
図
様
の
引
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
。
そ
し
て
オ
ル
リ
ク
の
ポ
ス
タ
ー

《
喧
騒
と
紫
煙
》
は
、
日
本
か
ら
帰
国
し
た
直
後
の
作
品
。
能
面
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
点
に
つ
い
て
は
再
考
を
要
す
る
が
、
平
面
的
な
構
成
や
東
洋
的
な
雰
囲
気
に
、
日
本
の

造
形
か
ら
の
影
響
を
認
め
得
る
と
の
印
象
を
持
っ
た
。

　
ガ
ラ
ス
や
陶
芸
で
は
、
概
し
て
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
ス
タ
イ
ル
に
渾
然
と
な
っ
た
日

本
美
術
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ボ
ヘ
ミ
ア
ガ
ラ
ス
は
チ
ェ
コ
を
代
表

す
る
美
術
の
一
分
野
で
あ
り
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
影
響
と
技

術
の
発
達
に
よ
り
、
華
麗
で
自
在
な
形
態
を
も
つ
傑
作
の
数
々
が
生
ま
れ
て
い
る
。
複
数
の

作
品
を
群
と
し
て
見
せ
る
こ
と
で
、
展
示
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
陶
芸
作
家
の
な
か
で
は
、
と
り
わ
け
ア
ン
ナ
・
ボ
ウ
ド
ヴ
ァ
ー
＝
ス
ハ
ル
ド
ヴ
ァ
ー

（A
nna B

oudová-Suchardová 1870－1940

）の
諸
作
が
印
象
に
残
っ
た（
図
13
）。
日
本
で

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
作
家
だ
が
、
琳
派
へ
の
傾
倒
を
明
ら
か
に
示
す
、
お
お
ら
か

で
優
美
な
造
形
は
実
に
魅
力
的
で
、
展
覧
会
で
ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
と
の
思
い
を
抱
い
た
。
こ

の
日
の
調
査
で
は
、
チ
ェ
コ
近
代
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
と
工
芸
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
爛

漫
た
る
開
花
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
収
穫
で
あ
っ
た
。

■
九
月
一
五
日（
金
）　
ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ク
博
物
館（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
フ
・
ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ク
の
収
集
品
を
核
と
し
、
現
在
は
国
立
博
物
館
の
一
部

門
と
な
っ
て
い
る
ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ク
博
物
館
に
て
、
ヨ
セ
フ
・
コ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー（Josef 

K
ořenský 1847－1938

）と
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
・
ボ
ウ
シ
ュ
カ（Sigism

und B
ouška 1867－

1942

）の
関
係
資
料
を
中
心
に
調
査
を
行
っ
た
。
コ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
は
教
育
者
に
し
て
旅
行

家
、
収
集
家
。
一
八
九
三
年
に
世
界
一
周
旅
行
を
し
た
際
、
日
本
に
ひ
と
月
あ
ま
り
滞
在

し
、
旅
行
記
も
著
し
た
。
ボ
ウ
シ
ュ
カ
は
修
道
士
に
し
て
詩
人
、
収
集
家
。
ユ
リ
ウ
ス
・
ク

ル
ト
と
の
親
交
か
ら
質
の
高
い
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
作
り
あ
げ
、
一
九
一
三
年
に
は
プ

ラ
ハ
と
ブ
ル
ノ
で
大
々
的
な
日
本
美
術
展
を
企
画
開
催
し
て
い
る
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の

は
ボ
ウ
シ
ュ
カ
の
浮
世
絵
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
初
期
か
ら
江
戸
後
期
ま
で
の
作
例
を
時
代

順
に
並
べ
て
写
し
、
適
宜
覚
え
書
き
を
加
え
て
お
り
、
視
覚
的
に
も
美
し
い
も
の
で
あ
っ
た

図11 プラハ国立美術工芸博物館収蔵庫外観

図12 アルノシュト・ホフバウエル《マーネ
ス美術家協会第2回展ポスター》

 1898年　カラー・リトグラフ

図13 アンナ・ボウドヴァー＝スハルド
ヴァー《アイリス模様のマジョ
リカ陶器》　1900年頃
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（
図
14
）。
記
さ
れ
た
当
時
の
、
浮
世
絵
研
究
の
蓄
積
や
成
熟
も
感
じ
さ
せ
た
。
ほ
か
に
も
コ

ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
旧
蔵
の
貴
重
な
型
紙
が
多
数
あ
り
、
展
示
に
反
映
さ
せ
た
く
思
っ
た
。
さ
ら

に
、
郊
外
の
収
蔵
庫
に
移
動
し
て
能
面
や
刺
繍
に
よ
る
輸
出
用
の
花
鳥
屛
風
、
扇
な
ど
を
調

査
し
た
が
、
日
本
側
か
ら
見
る
と
美
術
作
品
と
し
て
は
物
足
り
な
い
も
の
が
多
く
、
来
歴
が

確
か
で
な
け
れ
ば
展
示
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。

■
九
月
一
七
日（
日
）　
ク
ラ
ト
フ
ィ
・
グ
ラ
ス
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン（
ク
ラ
ト
フ
ィ
）

調
査
の
概
要

　
休
日
を
利
用
し
て
、
ク
ラ
ト
フ
ィ
に
あ
る
グ
ラ
ス
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン（
通
称PA

SK

）を
訪
問

し
た
。
こ
こ
は
レ
ッ
ツ
工
房（Loetz

）の
ガ
ラ
ス
製
品
数
百
点
を
常
設
展
示
し
て
い
る
施
設

で
あ
る（
図
15
）。
レ
ッ
ツ
工
房
の
製
品
は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
期
の
ボ
ヘ
ミ
ア
グ
ラ
ス
を

代
表
し
、
植
物
に
取
材
し
た
動
的
で
有
機
的
な
形
態
に
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
影
響
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
展
覧
会
の
出
品
作
と
は
無
関
係
の
調
査
で
あ
っ
た
が
、
草
創
期
か
ら
ア
ー
ル
・

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
期
を
経
て
ア
ー
ル
・
デ
コ
期
に
至
る
レ
ッ
ツ
製
品
の
造
形
の
流
れ
を
概
観
す
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様
式
に
渾
然
と
し
た
日
本
的
な
表
現
を
観
察
す

る
こ
と
も
か
な
い
、
有
意
義
で
あ
っ
た
。

■
九
月
一
八
日（
月
）　
プ
ラ
ハ
民
族
文
学
博
物
館（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
ス
ト
ラ
ホ
フ
修
道
院
内
に
あ
る
民
族
文
学
博
物
館
に
て
、
既
出
の
ボ
ウ
シ
ュ
カ
や
ス
ハ
ル

ド
ヴ
ァ
ー
の
ほ
か
、
ソ
ビ
ェ
ス
ラ
フ
・
イ
ポ
リ
ッ
ト
・
ピ
ン
カ
ス（Soběslav H

yppolit 

Pinkas 1827－1901

）、
カ
レ
ル
・
フ
ラ
バ
ー
チ
ェ
ク（K

arel H
laváček 1874－98

）、
オ
タ

カ
ル
・
シ
ュ
タ
ー
フ
ル（O

takar Štáfl 1884－1945

）ら
の
作
品
調
査
を
行
っ
た
。
ピ
ン
カ
ス

は
油
彩
画
家
、
風
刺
画
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
プ
ラ
ハ
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
学
び
、
一
八
五

四
年
か
ら
六
五
年
に
か
け
て
パ
リ
に
滞
在
し
た
。
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
作
例
は
多
く
な
い
が
、

一
八
六
八
年
頃
に
制
作
さ
れ
た
日
本
の
花
鳥
図
か
ら
の
影
響
が
顕
著
な
陶
磁
器
皿
の
図
案

は
、
チ
ェ
コ
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
最
初
期
の
作
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る（
図
16
）。
フ

ラ
バ
ー
チ
ェ
ク
は
、
夭
折
し
た
象
徴
主
義
の
詩
人
・
画
家
。
日
本
の
型
紙
に
触
発
さ
れ
た
図

図14 ジギスムント・ボウシュカの浮世絵研究ノートより

図15 クラトフィ・グラスパヴィリオンの内部
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案
や
、
浮
世
絵
の
人
体
表
現
に
学
ん
だ
『
ヴ
ォ
ル
ネ
・
ス
ミ
ェ
リ
』
の
表
紙
下
絵
な
ど
、
い

く
つ
か
の
重
要
な
作
例
を
残
し
て
い
る
。
シ
ュ
タ
ー
フ
ル
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
。
ハ
イ
タ

ト
ラ
ス
を
描
い
た
山
の
画
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。
歌
川
国
貞
の
美
人
画
を
模
し
た
、
あ

る
い
は
家
紋
の
デ
ザ
イ
ン
を
応
用
し
た
挿
絵（
図
17
）が
あ
り
、　
二
〇
世
紀
初
頭
の
チ
ェ
コ

の
出
版
界
に
お
い
て
、
浮
世
絵
が
し
ば
し
ば
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
源
と
な
っ
た
事
実
を
伝

え
る
。
ま
た
ボ
ウ
シ
ュ
カ
の
作
品
に
も
、
日
本
の
版
本
の
一
場
面
を
写
し
た
と
思
し
き
イ
ラ

ス
ト
が
見
い
だ
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
調
査
対
象
は
概
し
て
日
本
美
術
の
直
接
的
な
模
倣
例
が

多
く
、
型
紙
や
家
紋
な
ど
、
チ
ェ
コ
の
作
家
た
ち
が
惹
か
れ
、
参
考
に
し
た
日
本
の
意
匠
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
が
伝
わ
り
、
有
意
義
で
あ
っ
た
。

■
九
月
一
九
日（
火
）　
中
央
ボ
ヘ
ミ
ア
博
物
館（
ロ
ス
ト
キ
ー
）

調
査
の
概
要

　
中
央
ボ
ヘ
ミ
ア
博
物
館
は
、
先
史
時
代
以
来
の
中
央
ボ
ヘ
ミ
ア
の
歴
史
と
と
も
に
、
ロ
ス

ト
キ
ー
に
長
く
暮
ら
し
た
画
家
ズ
デ
ン
カ
・
ブ
ラ
ウ
ネ
ロ
ヴ
ァ
ー（Zdenka B

raunerová 

1858－1934

）の
生
涯
と
作
品
を
展
示
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ウ
ネ
ロ
ヴ
ァ
ー
は
政

治
家
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
、
パ
リ
で
絵
を
学
ぶ
。
こ
の
地
で
多
く
の
文
化
人
と
親
し
み
、
ま

さ
に
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
全
盛
期
に
あ
っ
て
、
浮
世
絵
の
魅
力
に
も
開
眼
し
た
。
ロ
ダ
ン
と
も

交
流
が
あ
り
、
一
九
〇
二
年
と
い
う
早
い
時
期
に
プ
ラ
ハ
で
ロ
ダ
ン
展
を
開
催
し
て
チ
ェ
コ

の
作
家
た
ち
に
甚
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
の
最
新
の
美
術
や
流
行
を

自
国
に
伝
え
て
大
き
な
影
響
力
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
日
の
調
査
は
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ

ッ
ク
と
保
存
さ
れ
て
い
る
ア
ト
リ
エ（
図
18
）を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
ケ
ッ
チ
ブ

ッ
ク
に
は
、
パ
リ
で
ふ
れ
た
と
思
し
き
浮
世
絵
の
写
し
が
数
多
く
収
め
ら
れ
て
い
た（
図

19
）。
ま
た
資
料
と
し
て
、
着
物
を
ま
と
っ
た
ブ
ラ
ウ
ネ
ロ
ヴ
ァ
ー
の
写
真
も
調
査
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
一
九
〇
三
〜
〇
四
年
に
小
麦
小
屋
を
改
造
し
て
建
て
ら
れ
た
ア
ト
リ
エ
に

は
、
生
前
の
様
子
を
再
現
し
つ
つ
大
量
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
文
物
を
モ
テ

ィ
ー
フ
と
す
る
蔵
書
票
も
見
い
だ
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ウ
ネ
ロ
ヴ
ァ
ー
自
身
は
穏
や
か
な
風
景
画

を
得
意
と
し
た
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
で
あ
り
、
日
本
美
術
の
影
響
は
限
定
的
と
考
え
ら
れ
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
を
経
由
し
た
日
本
美
術
の
受
容
は
チ
ェ
コ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
重
要
な
要

素
で
あ
り
、
展
覧
会
で
は
そ
の
役
割
を
ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
と
感
じ
た
。

　
調
査
の
後
プ
ラ
ハ
に
戻
り
、
国
立
美
術
館
で
会
議
を
行
っ
た
。
想
定
さ
れ
る
展
覧
会
の
コ

ン
セ
プ
ト
や
出
品
点
数
、
会
期
、
今
後
の
作
業
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
内
容
面

図18 ズデンカ・ブラウネロヴァーのアトリエ

図19 ブラウネロヴァーのスケッチブックより
 （喜多川歌麿《鮑取り》の一部）　
 1890年頃

図
17 

オ
タ
カ
ル
・
シ
ュ
タ
ー
フ
ル
に
よ
る
挿
絵
　
一
九
一
三
年

図
16 

ソ
ビ
ェ
ス
ラ
フ
・
イ
ポ
リ
ッ
ト
・
ピ
ン
カ

ス
に
よ
る
図
案
　
一
八
六
八
年
頃
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図20 アドルフ・ベッケルト《波》　
1909年

で
は
お
お
む
ね
共
通
理
解
を
得
た
が
、
経
費
面
に
つ
い
て
は
大
幅
な
調
整
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

■
九
月
二
〇
日（
水
）　
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
ブ
ル
ノ
） 

調
査
の
概
要

　
チ
ェ
コ
第
二
の
都
市
ブ
ル
ノ
に
あ
る
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
年
代
・
分
野
と

も
に
幅
広
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
る
、
国
立
美
術
館
に
次
ぎ
チ
ェ
コ
第
二
の
規
模
を
有
す
る

美
術
館
で
あ
り
、
特
に
近
・
現
代
美
術
の
収
集
・
展
示
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
日
は
ガ
ラ
ス
と

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
作
品
を
中
心
に
調
査
を
行
っ
た
。
ま
ず
は
五
〇
〇
〇
点
を
超
え
る
と
い
う
ガ

ラ
ス
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
主
に
レ
ッ
ツ
工
房
の
製
品
を
調
査
し
た
。
な
か
で
も
一
九
〇

九
〜
一
一
年
に
レ
ッ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
主
任
で
あ
っ
た
ア
ド
ル
フ
・
ベ
ッ
ケ
ル
ト（A

dolf 

B
eckert 1884－1929

）に
よ
る
花
器
《
波
》
は
、
葛
飾
北
斎
《
冨
嶽
三
十
六
景 

神
奈
川
沖

浪
裏
》
へ
の
傾
倒
を
明
ら
か
に
示
し
、
チ
ェ
コ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な

作
例
と
い
え
る（
図
20
）。
ま
た
、
金
属
的
な
輝
き
を
放
つ
虹
彩
ガ
ラ
ス
の
一
群
は
、
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
期
の
ボ
ヘ
ミ
ア
グ
ラ
ス
を
代
表
す
る
作
例
と
い
え
、
蔦
紋
や
流
水
紋
と
い

っ
た
日
本
的
な
意
匠
と
の
共
通
点
も
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も
展
覧
会
で
紹
介
し
た
い
と
の
感
想
を

抱
い
た
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
作
品
で
は
、
日
本
的
な
題
材
か
ら
の
直
接
的
な
引
用
が
見
ら
れ
る

ホ
ロ
ウ
ハ
の
著
書
の
装
幀
が
あ
り
、
ル
デ
ィ
エ
ク
・
マ
ロ
ル
ド
、
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
オ
リ
ヴ

ァ
、
ホ
フ
バ
ウ
エ
ル
、
ミ
ュ
シ
ャ
ら
に
よ
る
浮
世
絵
や
日
本
の
工
芸
と
の
関
連
を
想
像
さ
せ

る
ポ
ス
タ
ー
も
調
査
し
得
た
。
さ
ら
に
、
コ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
の
著
書
『
ジ
ャ
ポ
ン
ス
コ
』
や

フ
ィ
ア
ラ
の
著
書
『
小
笠
原
』
を
豊
富
な
挿
絵
を
確
認
し
な
が
ら
撮
影
す
る
こ
と
も
で
き
、

収
穫
の
多
い
調
査
で
あ
っ
た
。

■
九
月
二
一
日（
木
）　
西
ボ
ヘ
ミ
ア
博
物
館（
プ
ル
ゼ
ニ
）

調
査
の
概
要

　
プ
ル
ゼ
ニ（
ド
イ
ツ
語
で
は
ピ
ル
ゼ
ン
）は
ボ
ヘ
ミ
ア
西
部
に
位
置
す
る
チ
ェ
コ
有
数
の
工

業
都
市
。
西
ボ
ヘ
ミ
ア
博
物
館
は
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
建
設
さ
れ
、

ネ
オ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
優
雅
な
外
観
を
持
つ
、
チ
ェ
コ
で
も
屈
指
の
規
模
を
誇
る
博
物

館
で
あ
る（
図
21
）。
ユ
ニ
ー
ク
な
一
四
〜
一
七
世
紀
の
武
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
ア
ー
ル
・
ヌ

ー
ヴ
ォ
ー
ス
タ
イ
ル
の
図
書
室
で
も
知
ら
れ
る
。
ま
ず
は
一
九
世
紀
末
に
コ
ペ
ツ
キ
ー
・
ア

ン
ド
・
ス
ヴ
ァ
ー
テ
ク
社
で
製
造
さ
れ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
見
本
と
下
絵
を
調
査
し
た
。

梅
花
や
鶴
、
鬼
面
と
い
っ
た
日
本
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
が
描
か
れ
る
が
、
中
国
の
文
物
も
明
ら

か
に
混
在
し
て
お
り
、
ま
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
厚
さ
が
三
ミ
リ
と
極
め
て
薄
く
輸
送
が
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
展
示
に
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
た
。
な
お
調
査
は
改
装
中

の
展
示
室
で
行
わ
れ
、
建
設
当
初
の
ま
ま
と
い
う
洗
練
さ
れ
た
展
示
空
間
や
古
風
な
が
ら
現

役
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
も
感
銘
を
受
け
た
が（
図
22
）、
展
示
品
の
な
か
に
は
レ
ッ
ツ
工
房
の

ガ
ラ
ス
製
品
が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
副
館
長
の
ヤ
ン
・
メ
ル
グ
ル
氏
か
ら
話
を
聞

く
機
会
を
得
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、
レ
ッ
ツ
の
虹
彩
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
は
ル
イ
ス
・
コ
ン
フ
ォ

ー
ト
・
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー（Louis C

om
fort T

iffany 1848－1933

）か
ら
の
影
響
を
ま
ず
考
え

る
べ
き
だ
と
い
う
。
チ
ェ
コ
は
ガ
ラ
ス
製
造
の
技
術
が
他
に
抜
き
ん
で
て
高
く
、
万
博
な
ど

で
話
題
に
な
っ
た
作
品
を
容
易
に
模
倣
で
き
た
と
も
話
さ
れ
た
。
氏
の
指
摘
は
尊
重
す
べ
き

だ
が
、
周
知
の
と
お
り
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
の
作
品
に
も
か
ね
て
よ
り
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
は
指
摘
さ
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れ
て
お
り
、
線
引
き
は
難
し
い
と
の
感
触
を
抱
い
た
。
午
後
は
図
書
室
に
移
動
し
、
チ
ェ
コ

の
作
家
た
ち
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
源
と
な
っ
た
明
治
期
の
浮
世
絵
画
帖
や
図
案
集
を
調

査
し
た
。
多
く
は
英
語
や
ロ
ー
マ
字
が
併
記
さ
れ
た
輸
出
用
の
商
品
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
資
料
は
易
々
と
、
大
量
に
海
を
渡
り
、
チ
ェ
コ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
も
少

な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
全
体
像
は
い
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
く
、

日
本
で
の
詳
細
な
調
査
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

第
二
回
調
査（
二
〇
一
八
年
一
月
〜
二
月
）

■
一
月
二
四
日（
水
）　
フ
ル
デ
ィ
ム
地
方
美
術
館（
フ
ル
デ
ィ
ム
）

調
査
の
概
要

　
フ
ル
デ
ィ
ム
は
プ
ラ
ハ
か
ら
東
へ
約
一
一
〇
km
、
中
世
期
の
建
築
や
ケ
ル
ト
人
の
足
跡
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
遺
構
が
数
多
く
残
り
、
東
ボ
ヘ
ミ
ア
の
ア
テ
ネ
と
呼
ば
れ
る
小
都
市
で
あ

る
。
中
央
広
場
に
は
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
聖
母
マ
リ
ア
大
聖
堂
が
そ
び
え
、
今
な
お
街

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
フ
ル
デ
ィ
ム
地
方
美
術
館
は
広
場
か
ら
ほ
ど
近
く
に

あ
り
、
ネ
オ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
美
し
い
外
観
を
呈
す
る（
図
23
）。
も
と
は
一
八
九
二
年

に
東
ボ
ヘ
ミ
ア
産
業
博
物
館
と
し
て
設
立
さ
れ
た
建
物
で
あ
る
が
、
そ
の
起
源
は
さ
ら
に
古

く
、
一
八
六
五
年
に
博
物
館
協
会
が
組
織
さ
れ
、
以
来
博
物
館
建
設
へ
の
準
備
を
行
う
と
と

も
に
教
育
や
産
業
工
芸
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
と
い
う
か
ら
、
一
五
〇
年
を
超
え
る
長
い

歴
史
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
来
館
者
を
迎
え
る
の
は
、
二
〇
一
三
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
た
ミ
ュ
シ
ャ
作
品
の
展
示
室（
図
24
）と
歴
史
部
門
の
展
示
室
で
あ
る
。
余
談
に
な
る

が
、
歴
史
部
門
の
展
示
室
は
映
画
を
専
攻
す
る
大
学
生
が
会
場
構
成
に
参
加
し
た
と
い
い
、

セ
ッ
ト
を
思
わ
せ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
美
術
館
は
、
ミ
ュ
シ
ャ
の
ポ
ス
タ
ー
を
主
と
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
四
三
点
を
収
蔵
し

て
い
る
。
一
八
九
七
年
に
プ
ラ
ハ
の
出
版
社
が
企
画
し
た
絵
画
、
ス
ケ
ッ
チ
、
ポ
ス
タ
ー
か

ら
な
る
ミ
ュ
シ
ャ
初
の
展
覧
会
が
、
お
そ
ら
く
は
建
築
家
ヤ
ン
・
コ
ウ
ラ
の
尽
力
に
よ
り
フ

ル
デ
ィ
ム
に
巡
回
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
学
芸
員
が
リ
ト
グ
ラ
フ
作
品
の
購
入
を
決
め
た
の

が
始
ま
り
で
あ
る
。
展
覧
会
は
大
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
し
翌
年
も
開
か
れ
、
作
品
収
集
も
継

図23 フルディム地方美術館外観

図24 フルディム地方美術館展示室。ミュシャのモ 
ティーフが会場装飾としてデザインされている

図
21 
西
ボ
ヘ
ミ
ア
博
物
館
外
観

図
22 

西
ボ
ヘ
ミ
ア
博
物
館
の
展
示
室
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続
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
評
価
の
凋
落
か
ら
一
九
七
〇
年
代
の
再
評
価
を
経
て
、
建
物
は
一
九

九
〇
年
代
に
改
装
さ
れ
る
が
、
一
九
九
七
年
の
再
開
を
記
念
す
る
最
初
の
展
覧
会
も
ミ
ュ
シ

ャ
の
ポ
ス
タ
ー
展
で
あ
っ
た
。
　
　

　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
四
三
点
の
う
ち
三
九
点
が
ポ
ス
タ
ー
で
あ
り
、
来
歴
の
確
か
な
、
ま
た
制

作
さ
れ
た
当
時
の
収
集
品
を
数
多
く
含
む
貴
重
な
一
群
で
あ
る
。
ミ
ュ
シ
ャ
の
妻
マ
ル
シ
ュ

カ
・
ヒ
テ
ィ
ロ
ヴ
ァ
の
一
族
が
フ
ル
デ
ィ
ム
出
身
だ
っ
た
こ
と
か
ら
ミ
ュ
シ
ャ
は
同
地
を
幾

度
も
訪
れ
て
お
り（
一
九
三
三
年
に
絵
画
や
素
描
、
習
作
に
よ
る
個
展
が
開
か
れ
た
際
に
は

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
も
出
席
し
て
い
る
）、
そ
れ
が
良
質
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
に
寄
与
し

た
と
い
え
る
。
館
長
の
ク
ラ
ー
ラ
・
ハ
バ
ル
ト
ヴ
ァ
ー
氏
に
館
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
ポ
ス
タ
ー
の
調
査
お
よ
び
意
見
交
換
を
行
っ
た（
図
25
）。
作
品
は
い
ず
れ
も
保
存
状

態
が
非
常
に
よ
く
、
ま
た
発
色
が
鮮
や
か
で
イ
ン
ク
の
乗
り
が
厚
い
印
象
を
得
た
。
一
般
的

に
知
ら
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
色
味
の
異
な
る
作
品
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
た
。
ハ

バ
ル
ト
ヴ
ァ
ー
氏
に
よ
れ
ば
、
刷
ら
れ
た
時
期
の
早
さ
が
そ
の
理
由
で
あ
る
と
い
う
。
ポ
ス

タ
ー
の
印
刷
の
時
期
に
つ
い
て
は
通
常
議
論
の
対
象
に
な
ら
な
い
が
、
初
刷
で
あ
る
か
否
か

や
作
家
の
監
督
下
に
あ
っ
た
か
否
か
が
仕
上
り
を
左
右
す
る
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
な
る
研
究

の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
調
査
し
た
作
品
の
な
か
か
ら
、
チ
ェ
コ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
と
い
う

テ
ー
マ
に
お
い
て
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
以
下
に
あ
げ
て
お
く
と
、
モ
チ
ー
フ
や
構
図
に

日
本
的
な
要
素
の
見
ら
れ
る
作
品
と
し
て
、
シ
リ
ー
ズ
『
四
季
』、
シ
リ
ー
ズ
『
宝
石
』、

《
モ
ナ
コ
̶
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
》、《
シ
ャ
ン
プ
ノ
ワ
印
刷
＋
出
版
社
》
が
あ
る
。
ま
た
ジ
ャ
ポ

ニ
ズ
ム
の
環
流
と
い
う
べ
き
、
日
本
美
術
へ
の
影
響
を
考
え
る
な
ら
ば
、
雑
誌
『
明
星
』
に

図
版
が
掲
載
さ
れ
た
《
雑
誌
『
ラ
・
プ
リ
ュ
ム
』 

サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
特
集
号
》
と
《
サ
ロ

ン
・
デ
・
サ
ン 

A
・
ミ
ュ
シ
ャ
展
》
を
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

■
一
月
二
五
日（
木
）　
ア
ド
ル
フ
・
ヘ
イ
ド
ゥ
ク
記
念
館（
ピ
ー
セ
ッ
ク
）

調
査
の
概
要

　
ア
ド
ル
フ
・
ヘ
イ
ド
ゥ
ク（A

dolf H
eyduk 1835－1923

）は
、
ヤ
ン
・
ネ
ル
ダ
と
の
交
友
や

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
「
我
が
母
の
教
え
た
ま
い
し
歌
」
の
作
詞
で
知
ら
れ
る
、
チ
ェ
コ
の
国
民

的
な
詩
人
で
あ
る
。
人
生
の
大
半
を
、
デ
ッ
サ
ン
の
教
師
と
し
て
プ
ラ
ハ
の
南
約
一
〇
〇
km

に
位
置
す
る
街
・
ピ
ー
セ
ッ
ク
に
過
ご
し
て
い
る
。
ア
ド
ル
フ
・
ヘ
イ
ド
ゥ
ク
記
念
館（
図

26
）は
、
ヘ
イ
ド
ゥ
ク
の
没
後
ピ
ー
セ
ッ
ク
に
寄
贈
さ
れ
た
自
宅
を
、
生
前
の
あ
り
よ
う
そ

の
ま
ま
に
展
示
室
と
し
た
も
の
。
一
九
〇
〇
年
に
完
成
し
た
建
物
は
外
観
・
内
装
と
も
に
濃

厚
な
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様
式
を
示
し
、
全
体
が
一
個
の
芸
術
品
と
い
え
、
ア
ー
ル
・
ヌ

ー
ヴ
ォ
ー
に
深
く
融
合
し
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
見
地
か
ら
も
興
味
深
い
施
設
で
あ
っ
た
。
ヘ

イ
ド
ゥ
ク
は
ボ
ウ
シ
ュ
カ
か
ら
浮
世
絵
を
学
ぶ
な
ど
日
本
美
術
を
好
み
、
日
本
的
な
装
飾
の

ほ
ど
こ
さ
れ
た
家
具
や
日
用
品
を
愛
用
し
た
ほ
か（
図
27
）、
自
ら
の
詩
集
の
装
幀
に
も
日
本

的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
を
取
り
入
れ
て
い
る（
図
28
）。
館
長
の
イ
ジ
ー
・
プ
ラ
ー
シ
ェ
ク
氏
に
館

内
を
ご
案
内
い
た
だ
い
た
が
、
と
り
わ
け
ヘ
イ
ド
ゥ
ク
が
早
く
に
収
集
し
た
と
い
う
、
刺
繍

に
よ
る
日
本
製
の
花
鳥
図
屛
風（
図
29
）が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

日
本
の
屛
風
と
は
仕
様
が
異
な
る
が
、
一
〇
年
前
に
修
復
さ
れ
た
際
、
表
具
に
使
用
さ
れ
た

明
治
二
一
年
の
日
本
の
新
聞
が
見
い
だ
さ
れ
、
明
治
期
の
輸
出
向
け
製
品
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
ヘ
イ
ド
ゥ
ク
が
本
屛
風
を
入
手
し
た
プ
ラ
ハ
の
店
も
判
明
す
る
こ
と

図25 フルディム地方美術館の展示室にお
いて調査と意見交換を行う
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か
ら
、
輸
出
用
美
術
工
芸
品
の
流
通
を
知
る
う
え
で
、
さ
ら
に
は
ど
う
い
っ
た
調
度
品
が
愛

好
さ
れ
、
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
日
本
の
造
形
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
か
を
考
え
る
う
え

で
、
貴
重
な
一
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

■
一
月
二
六
日（
金
）　
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
）

調
査
の
概
要

　
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
は
プ
ラ
ハ
か
ら
東
へ
特
急
で
約
三
時
間
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
国
境
に
近

い
、
シ
レ
ジ
ア
地
方
の
工
業
都
市
で
あ
る
。
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
一
九
二
二

年
に
創
設
さ
れ
、
一
九
二
六
年
に
機
能
主
義
建
築
の
傑
作
と
し
て
知
ら
れ
る
現
在
の
建
物
に

移
設
さ
れ
た
、
ウ
ィ
ー
ン
分
離
派
や
チ
ェ
コ
近
代
美
術
な
ど
の
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
有

す
る
美
術
館
で
あ
る（
図
30
）。
展
示
施
設
と
は
別
の
場
所
に
あ
る
事
務
棟
で
、
レ
ジ
ス
ト
ラ

ー
か
ら
オ
ル
リ
ク
の
油
彩
画
《
楽
園
》
お
よ
び
版
画
、
ク
プ
カ
の
油
彩
画
《
波
》、
ヨ
ゼ
フ
・

ヴ
ァ
ー
ハ
ル（Josef V

áchal 1884－1969

）の
一
群
の
版
画
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
オ
ル

リ
ク
の
《
楽
園
》
は
、
間
近
に
海
を
臨
む
岩
場
と
小
道
を
辿
る
ふ
た
り
の
人
物
を
高
い
視
点

か
ら
描
い
た
大
型
の
油
彩
画
。
歌
川
広
重
《
六
十
余
州
名
所
図
絵 

甲
斐
さ
る
は
し
》
と
の

構
図
上
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
実
見
す
る
と
ま
ず
そ
の
神
秘
的
な
雰
囲
気
に
圧
倒
さ

れ
る
が
、
垂
直
性
が
強
調
さ
れ
た
樹
木
と
切
り
立
っ
た
岩
を
左
右
に
配
し
た
閉
鎖
的
、
か
つ

平
面
的
な
構
図
に
は
、
浮
世
絵
の
空
間
処
理
と
の
共
通
性
が
確
か
に
感
じ
ら
れ
た
。
波
打
ち

際
に
踞
る
女
性
を
描
く
ク
プ
カ
の
《
波
》
も
、
し
ぶ
き
や
波
紋
の
装
飾
的
な
表
現
に
北
斎
の

造
形
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
な
る
ほ
ど
波
紋
を
類
型
化
し
、
模
様
の
よ
う
に
描

く
ス
タ
イ
ル
は
浮
世
絵
の
表
現
作
法
に
近
い
が
、
同
時
に
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
を
通
過
し
て
独

自
の
造
形
に
至
っ
た
人
た
ち
、
た
と
え
ば
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ラ
コ
ン
ブ（G

eorges Lacom
be 

図26 アドルフ・ヘイドゥク記念館外観

図27 ヘイドゥクが愛用した机上の品々

図28 ヘイドゥクの詩集にほどこされた装幀

図29 ヘイドゥク旧蔵屛風

図30 オストラヴァ美術ギャラリー外観
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1868－1916
）の
筆
致
も
想
起
さ
せ
、
間
接
的
な
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
ヴ
ァ
ー
ハ
ル
の
版
画
作
品
に
は
、
浮
世
絵
に
触
発
さ
れ
た
木
版
と
い
う
技
法
、
と
り

わ
け
鮮
明
な
色
面
を
摺
り
重
ね
る
多
色
摺
の
工
程
が
、
彼
の
一
時
期
の
作
風
に
決
定
的
な
影

響
を
与
え
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
、
非
常
に
興
味
深
く
思
わ
れ
た
。

■
一
月
二
七
日（
土
）　
チ
ェ
コ
国
立
図
書
館（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
プ
ラ
ハ
の
中
心
地
、
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ヌ
ム
内
に
あ
る
チ
ェ
コ
国
立
図
書
館
で
、
終
日
調
査

を
行
っ
た（
図
31
）。
調
査
対
象
は
、
チ
ェ
コ
の
近
代
美
術
を
牽
引
し
た
グ
ル
ー
プ
、
マ
ー
ネ

ス
美
術
家
協
会
が
刊
行
し
た
美
術
雑
誌
『
ヴ
ォ
ル
ネ
・
ス
ミ
ェ
リ
』
で
あ
る
。
直
訳
す
る
と

「
自
由
な
方
向
へ
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
本
誌
は
一
八
九
六
年
に
創
刊
さ
れ
た
月
刊
誌
。
国
内

外
の
新
し
い
芸
術
や
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
新
の
美
術
史
研
究
な
ど
を
紹
介
し

た
、
チ
ェ
コ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
雑
誌
で
あ
る
。
チ
ェ
コ
語
に
よ

る
た
め
記
事
の
タ
イ
ト
ル
や
作
家
・
作
品
名
を
拾
う
に
と
ど
ま
り
、
モ
ニ
タ
ー
で
の
閲
覧
で

も
あ
っ
た
が
、
創
刊
時
か
ら
一
九
一
〇
年
頃
ま
で
の
各
巻
・
各
号
を
通
覧
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
膨
大
な
頁
を
繰
る
こ
と
で
、
当
時
評
価
さ
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
再
評
価
が
な
さ
れ
た

作
家
の
顔
ぶ
れ
や
、
一
九
〇
〇
年
前
後
か
ら
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
、
建
築
を

絵
画
や
彫
刻
と
同
等
に
扱
い
、
庇
護
奨
励
す
る
動
き
が
あ
っ
た
事
実
を
確
認
し
得
た
。
ま
た

一
九
〇
八
年
の
一
二
巻
一
〇
・
一
一
・
一
二
合
併
号
に
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
作
家
で
も
あ

る
ホ
フ
バ
ウ
エ
ル
が
執
筆
し
た
「
日
本
の
美
術
」
が
豊
富
な
写
真
図
版
と
と
も
に
七
七
頁
に

わ
た
り
掲
載
さ
れ
、
特
に
注
目
さ
れ
た
。
近
世
ま
で
の
日
本
美
術
の
流
れ
を
概
観
し
た
も
の

で
、
図
版
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
空
気
を
反
映
し
て
多
く
の
浮
世
絵
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
な

か
に
は
前
述
し
た
喜
多
川
歌
麿
《
鮑
取
り
》
も
あ
り
、
本
研
究
に
お
け
る
『
ヴ
ォ
ル
ネ
・
ス

ミ
ェ
リ
』
の
重
要
性
と
さ
ら
な
る
読
み
込
み
の
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
た
。

■
一
月
二
九
日（
月
）　
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
版
画
素
描
室（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
国
立
美
術
館
版
画
素
描
室
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
調
査
を
終
日
行
っ
た
。
作
品
数
は
約
一
五

〇
、
主
な
作
家
は
プ
ラ
イ
シ
グ
、
オ
ル
リ
ク
、
シ
モ
ン
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ク
レ
ム（W

alther 

K
lem

m

 1883－1957

）、
カ
ー
ル
・
テ
ィ
ー
マ
ン（C

arl T
hiem

ann 1881－1966

）の
五
名
。

い
ず
れ
も
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
と
の
深
い
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
作
家
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ク

レ
ム
と
テ
ィ
ー
マ
ン
に
未
見
の
、
ま
た
興
味
深
い
作
品
が
数
多
く
見
い
だ
さ
れ
た
。
ふ
た
り

は
と
も
に
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
・
ヴ
ァ
リ
に
生
ま
れ
、
ク
レ
ム
は
ウ
ィ
ー
ン
で
、
テ
ィ
ー
マ
ン
は
プ

ラ
ハ
で
学
ん
だ
の
ち
、
一
九
〇
四
年
か
ら
は
プ
ラ
ハ
の
共
同
ア
ト
リ
エ
で
、
一
九
〇
八
年
以

降
は
ド
イ
ツ
・
ダ
ッ
ハ
ウ
の
芸
術
家
村
で
行
動
を
と
も
に
し
な
が
ら
、
浮
世
絵
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
多
色
摺
の
木
版
画
を
制
作
し
た
。
こ
の
技
法
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
一
九
〇
〇
年
か
ら

翌
年
に
か
け
て
来
日
し
、
ふ
た
り
に
先
駆
け
て
木
版
画
を
試
み
た
オ
ル
リ
ク
の
影
響
が
あ
っ

た
と
さ
れ
、
本
研
究
に
お
い
て
は
非
常
に
重
要
な
作
家
と
い
え
る
。
オ
ル
リ
ク
の
作
品
が
主

版
＋
色
版
と
い
う
浮
世
絵
の
版
構
成
に
忠
実
で
あ
る
の
に
対
し
、
ふ
た
り
は
そ
れ
ぞ
れ
に
独

自
な
解
釈
を
加
え
、
た
と
え
ば
ク
レ
ム
は
建
築
物
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に
と
ら
え
て
補
色
の
効

果
を
利
用
し
た
鮮
烈
な
構
成
に（
図
32
）、
テ
ィ
ー
マ
ン
は
樹
木
や
大
地
を
極
限
ま
で
簡
略
化

図31 チェコ国立図書館外観
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し
た
大
胆
な
構
成
に（
図
33
）、
新
鮮
な
造
形
を
開
拓
し
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
ふ
た
り

の
履
歴
や
作
品
は
残
念
な
が
ら
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
展
覧
会
と
い
う
形

で
ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
と
の
思
い
を
新
た
に
さ
せ
る
調
査
で
あ
っ
た
。

■
一
月
三
〇
日（
火
）　
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
版
画
素
描
室
、
同
近
現
代
美
術
部
門（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
午
前
中
は
前
日
に
引
き
続
き
キ
ン
ス
キ
ー
宮
殿
で
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
版
画
素
描
室
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
調
査
を
行
い
、
斎
藤
清
お
よ
び
棟
方
志
功
の
作
品
数
点
を
調
査
し
た
ほ
か
、
本

研
究
に
直
接
関
わ
る
も
の
と
し
て
『
宋
紫
石
画
譜
』（
地
／
巻
之
中
）を
閲
覧
し
た
。
こ
の
版

本
に
は
「A

 M
onsieur E

.O
rlik／

souvenir affectueux／
de T

. F
ujishim

a／
T

okio, 

1901

」
と
の
献
詞
が
あ
り（
図
34
）、
マ
ル
ケ
ー
タ
氏
は
「T

. Fujishim
a

」
を
藤
島
武
二
と

推
定
し
て
い
る
。
受
け
手
で
あ
る
オ
ル
リ
ク
は
確
か
に
一
九
〇
〇
年
四
月
か
ら
翌
年
二
月
ま

で
日
本
に
お
り
、
藤
島
も
参
加
し
て
い
た
白
馬
会
の
第
五
回
展（
一
九
〇
〇
年
九
〜
一
〇
月
）

に
水
彩
画
や
パ
ス
テ
ル
画
、
石
版
画
、
銅
版
画
を
一
六
点
出
品
し
て
い
る
。
ま
た
藤
島
が
装

幀
・
挿
画
を
手
が
け
た
雑
誌
『
明
星
』
に
お
い
て
一
九
〇
〇
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
四
度
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
ふ
た
り
に
親
交
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
断
定
す
る
に
は
さ
ら
な
る
調

査
が
必
要
だ
が
、
少
な
く
と
も
オ
ル
リ
ク
が
日
本
で
入
手
し
た
版
本
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で

あ
り
、
ま
た
所
蔵
印
か
ら
そ
の
後
ホ
ロ
ウ
ハ
の
手
に
渡
っ
た
と
判
明
す
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ

ハ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ザ
ン
た
ち
の
交
流
も
示
唆
す
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

　
午
後
は
、
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
の
近
現
代
部
門
が
置
か
れ
て
い
る
ヴ
ェ
レ
ト
ル
ジ
ュ
ニ
ー

宮
殿
の
収
蔵
庫
で
調
査
を
行
っ
た
。
作
家
は
既
出
の
ホ
フ
バ
ウ
エ
ル
、
プ
ラ
イ
シ
グ
、
ク
ビ

シ
ュ
タ
、
フ
ィ
ア
ラ
及
び
ア
ン
ト
ニ
ン
・
フ
デ
チ
ェ
ク（A

ntonín H
udeček 1872－1941

）

の
五
名
。
作
品
は
い
ず
れ
も
油
彩
画
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ア
ラ
の
《
釜
を
運
ぶ
》
は
昨
年
調
査

し
た
《
父
島
》
と
同
様
、
一
九
二
〇
年
の
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
小
笠
原
の
父
島
を
訪
れ
た

際
に
描
か
れ
た
作
品
。
裏
面
に
残
さ
れ
た
出
品
番
号
と
タ
イ
ト
ル
の
記
さ
れ
た
貼
り
紙
か

ら
、
日
本
で
展
観
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
興
味
深
い
。
フ
デ
チ
ェ
ク
は
チ
ェ
コ
の
印

象
派
と
し
て
知
ら
れ
る
風
景
画
家
。
数
点
の
作
例
か
ら
、
フ
デ
チ
ェ
ク
が
国
外
の
印
象
派
を

介
し
て
高
い
視
点
や
林
立
す
る
樹
木
と
い
っ
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
語
彙
を
吸
収
し
た
状
況
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ほ
か
に
も
プ
ラ
イ
シ
グ
の
作
例
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
傾
向
が

図32 ヴァルター・クレム《リベレツの古街より》　
1906年　木版

図33 カール・ティーマン《白樺》　1906年　
 木版

図34 エミール・オルリク旧蔵の『宋紫石画譜』
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顕
著
な
自
身
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
作
品
と
の
造
形
上
の
共
通
項
が
あ
る
点
や
、
日
本
の
印
章
の

ス
タ
イ
ル
を
模
し
た
サ
イ
ン
が
注
目
さ
れ
た
。
な
お
ク
ビ
シ
ュ
タ
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
〇

年
前
後
の
優
れ
た
風
景
画
を
数
点
調
査
し
た
が
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
展
示

は
難
し
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

■
一
月
三
一
日（
水
）　
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
東
洋
美
術
部（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
こ
の
日
は
終
日
、
展
覧
会
に
向
け
た
会
議
に
費
や
さ
れ
た
。
午
前
中
は
実
務
面
を
議
題
と

し
、
想
定
さ
れ
る
作
業
̶
撮
影
や
額
装
、
修
復
、
保
険
付
保
、
輸
送
、
展
示
、
図
録
の
編
集

な
ど
̶
を
立
項
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
を
検
討
し
、
必
要
経
費
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
を
行

っ
た
。
午
後
は
内
容
面
を
議
題
と
し
、
昨
年
よ
り
二
度
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
調
査
を
い
か

に
反
映
さ
せ
て
二
〇
一
四
年
の
展
覧
会
「
チ
ェ
コ
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
」
を
再
編
成
す

る
か
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
。
実
務
面
・
内
容
面
と
も
に
問
題
点
や
見
解
の
相
違
も
明
ら

か
に
な
っ
た
が
、
展
覧
会
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
鮮
明
に
す
る
、
実
り
多
い
会
議
と
な
っ
た
。

■
二
月
一
日（
木
）　
プ
ラ
ハ
民
族
文
学
博
物
館（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
民
族
文
学
博
物
館
に
て
、
午
前
中
は
版
画
や
素
描
、
図
案
の
調
査
を
行
っ
た
。
主
な
作
家

は
プ
ラ
イ
シ
グ
、
ス
ハ
ル
ド
ヴ
ァ
ー
、
フ
ラ
バ
ー
チ
ェ
ク
の
三
名
。
プ
ラ
イ
シ
グ
に
つ
い
て

は
す
で
に
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
で
多
く
の
作
品
を
調
査
し
て
い
る
が
、
摺
色
の
異
な
る
、
あ

る
い
は
構
図
が
改
変
さ
れ
た
版
画
や
、
未
見
の
壁
紙
デ
ザ
イ
ン
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
実
験
的

か
つ
多
彩
な
作
品
世
界
を
再
認
識
さ
せ
る
内
容
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
バ
ー
チ
ェ
ク
に
は
ミ
ュ
シ

ャ
の
ス
タ
イ
ル
を
想
起
さ
せ
る
装
飾
的
な
ポ
ス
タ
ー
原
画
が
数
点
あ
り
、
ぜ
ひ
展
覧
会
に
組

み
入
れ
た
い
と
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
最
も
興
味
深
か
っ
た
の
は
ス
ハ
ル
ド
ヴ
ァ
ー
の

図
案
で
あ
る
。
そ
の
陶
芸
作
品
に
つ
い
て
は
す
で
に
国
立
美
術
館
や
美
術
工
芸
博
物
館
な
ど

で
多
数
調
査
し
て
い
る
が
、
平
面
作
品
を
ま
と
め
て
見
る
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
植
物
に

取
材
し
た
甘
美
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
図
案
は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
を
介
し
た
日
本
的
な
造

形
法
の
受
容
を
示
し
、
ス
ハ
ル
ド
ヴ
ァ
ー
が
本
研
究
に
お
い
て
重
要
な
作
家
で
あ
る
こ
と
が

改
め
て
実
感
さ
れ
た
。
午
後
は
、
引
き
続
き
同
館
に
て
、
一
月
二
七
日
に
チ
ェ
コ
国
立
図
書

館
で
モ
ニ
タ
ー
閲
覧
し
た
美
術
雑
誌
『
ヴ
ォ
ル
ネ
・
ス
ミ
ェ
リ
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
調
査
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
た（
図
35
）。
閲
覧
し
た
の
は
一
八
九
七
年
か
ら
一
九
一
五
年
に
刊
行
さ
れ

た
約
二
〇
〇
冊
。
モ
ニ
タ
ー
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
日
本
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
表
紙（
図
36
）

や
挿
図
の
色
、
摺
り
の
調
子
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
調
査
で
あ
っ
た
。

■
二
月
二
日（
金
）　
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
東
洋
美
術
部（
プ
ラ
ハ
）

調
査
の
概
要

　
最
終
日
は
、
展
覧
会
に
向
け
た
出
品
リ
ス
ト
の
検
討
を
行
っ
た（
図
37
）。
リ
ス
ト
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
昨
年
末
よ
り
や
り
と
り
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
第
二
回
調
査
の
内
容
を
受
け

て
、
改
め
て
リ
ス
ト
の
加
除
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
チ
ェ
コ
の
美
術
に
対
し
て
不
案
内
な

図35 プラハ民族文学博物館における調査風景

図
36 

『
ヴ
ォ
ル
ネ
・
ス
ミ
ェ
リ
』
12
巻
8
号
表
紙
　

 

一
九
〇
八
年
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日
本
の
鑑
賞
者
を
想
定
し
た
章
構
成
や
、
展
覧
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
考
慮
し
な
が
ら
調
整
を

進
め
、
ま
た
ハ
ー
ノ
ヴ
ァ
ー
氏
か
ら
新
た
に
提
案
さ
れ
た
ヴ
ァ
ー
ハ
ル
や
ミ
ュ
シ
ャ
の
作
品

も
組
み
入
れ
つ
つ
、
現
時
点
で
の
仮
リ
ス
ト
を
ま
と
め
る
に
至
っ
た
。
リ
ス
ト
を
検
討
す
る

な
か
で
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
と
い
う
、
あ
い
ま
い
な
要
素
が
多
く
、
定
義
の
困
難
な
、
時
に
危

険
で
す
ら
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
議
論
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
今
後
の
作
業
内
容
や
そ
の
進
め
方
を
確
認
し
、
全
日
程
を
終
え
た
。

＊
後
述
す
る
展
覧
会
「Japonism

e in C
zech A

rt

」
の
日
本
語
版
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
表
記
に
倣
い
、
本
稿
で

は
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
」
に
統
一
す
る
。

＊
＊
こ
の
展
覧
会
の
情
報
及
び
日
本
展
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
の
井
上
芳
子
氏
に
多

く
を
負
う
。

＊
＊
＊
「
ミ
ュ
シ
ャ
」
は
フ
ラ
ン
ス
で
の
発
音
で
あ
り
、
チ
ェ
コ
で
は
「
ム
ハ
」
と
発
音
す
る
が
、
日
本
で
は

「
ミ
ュ
シ
ャ
」
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
そ
れ
に
倣
う
。

な
お
、
本
稿
で
使
用
し
た
作
品
図
版
の
出
典
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

V
olné sm

ěry art m
agazine, N

o. 8, Prague 1908 
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Report on Investigations of Japonism in the Czech Republic (Abstract)

Nishiyama Junko

 The Chiba City Museum of Art has become renowned for its collecting and display of prints and printed 
books from the Japanese pre-modern to modern era, hosting many planned exhibitions as well as exhibitions 
from the Collection. Involved in these activities as I am, I have a real sense of the fascinating, dynamic influen-
tial relationship - a game of inspirational catch between artists of Japan and the West - brought about by the 
disseminating power of Japanese prints. This movement is represented by Japonism, yet the influential relation-
ship was in no way one-directional. We see a phenomenon of reimportation whereby Japanese artists imitate 
Western prints that were inspired by Japanese art, and it has long been my wish to examine this bi-directional 
movement through the form of an exhibition. Japonism research has also expanded its focus in recent years, re-
vealing that it reached as far as the countries of Central Europe, Scandinavia and Russia, and was not just con-
fined to the West with France at its core. Our attention was drawn to this fact by the exhibition “Japonisme in 
Czech Art” held at the National Gallery in Prague in 2014. Its organizer, Markéta Hánová, demonstrated with 
abundant examples the diverse influence on visual art in the Czech Republic, focusing on the directions taken 
by exhibitions and collectors of Japanese art there, and the publication of works related to Japan. Not just 
prints; genres were wide-ranging and included craft and oil painting, design, sculpture, fashion, and architec-
ture. Many of the art-works were unknown in Japan and expressed in extremely novel ways, and so I had the 
idea of holding the exhibition, reorganizing it for an audience in Japan with the addition of works by Jap-anese 
artists. The Czech Republic boasts Emil Orlik (1870-1932), an artist from Prague of German descent, who vis-
ited Japan and produced Ukiyo-e-style woodblock prints. I consider it deeply sig-nificant that his activities, and 
the method of expression in the autolithography and bookplates that Orlik brought to Japan, can be introduced 
as examples of Japonism and its circulating influ-ence.
 Our museum was fortunate enough to receive a research grant for this year from the Takaku Foundation to 
pursue the theme “Research of East-West Exchange Found in Prints”. Thanks to this, it was possible to carry 
out investigations of Japonism in the Czech Republic on two occa-sions. Through these investigations, I was 
able to confirm many examples of Japonism, including by Orlik, as well as finding the traces of globe-trotters 
who visited Japan in the Meiji period, the activities of Japanese art collectors and Ukiyo-e scholars. I also learnt 
of the Czech Republic’s unique backdrop of a complex absorption of Japonism via France, Austria and Germa-
ny, and the renewed Japonaiserie during the 1920s. This paper is a report summarizing these investigations.

(Translated by Barbara Cross)
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